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高

齢

者

の

現

代

史

‐
年
表
か
寛ヽ

た
年
金
・医
療
・介
護
―

世
紀
の
社
会
保
障
の
た
め
の
勉
強
会
　
価
一

鳥沿お轟鑢fヽ史

◆
二
月
例
会
◆

二
〇
〇

二
十

講
師

。
河

　

白
田
　

　

　

修

鵞

和
短
期
大
学
教
じ

戻
Ｔ
高
見
澤
　
た
か
子
雪
〈通
言

介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
て
丸
二
年
、
見
直
し
に
向
け
て
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
医

療
制
度
や
年
金
問
題
な
ど
、
高
齢
者
を
と
り
ま
く
環
境
も
ま
た
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
過
去
の
高
齢
者
福
祉
の
政
策
を
整
理
し
、
さ
ら
に
未
来
に
向
け

て
何
が
重
要
か
考
え
、
今
わ
た
し
た
ち
の
立

っ
て
い
る
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

河
畠
先
生
は
、　
一
九
九
二
年
以
来
の
当
会
の
会
員
で
あ
り
、
前
職
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

″
シ
ル
バ
ー
シ
ー

ト
″
と
い
う
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
し
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
研
究
者
と
し
て
、
高
齢
者
の
政
策
を
見
て
き
た
立
場
か
ら
、
習
同

齢
者
の
現
代
史
」
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

詳
細
は
別
掲
の
年
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
設
計
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
す
。

一
九
六

一
年
、
国
民
年
金
法
が
ス
タ
ー
ト
。

自
営
業
に
も
年
金
制
度
が
で
き
、
国
民
皆
年
金

と
な
り
ま
し
た
。

一
九
六
三
年
に
は
、
老
人
福
祉
法
。
対
象
を

六
十
五
歳
以
上
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ま

日
本
の
高
齢
社
会
の
大
き
な
特
色
は
、
高
齢

者
比
率
の
急
伸
で
す
。　
一
九
七
〇
年
に
は
、
七

・

一
％
、　
一
九
九
四
年

一
四

。
一
％
と
、
倍
化
年

数
は
二
十
四
年
で
す
。
七
〇
年
以
前
の
大
き
な

一年
二
月
十
四
日
囚

於

・
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
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で
六
十
歳
以
上
だ

っ
た
り
、
七
十
歳
以
上
だ

っ

た
リ
マ
チ
マ
チ
だ

っ
た
高
齢
者
の
定
義
に
ラ
イ

ン
を
引
き
ま
し
た
。
年
齢
に
つ
い
て
は
国
に
よ
っ

て
線
引
き
の
違
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
要
注
意

で
す

（上
海
で
は
六
十
歳
以
上
）
。

こ
の
年
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
に
つ
い
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人
全
体
に
介
護

へ
の
意

識
が
な
く
、
「特
別
養
護
」
と
い
う
よ
う
な
、
特

別

っ
て
何
だ
と
い
う
あ
い
ま
い
な
名
称
と
な
り

ま
し
た
。

当
時
の
時
代
背
景
と
し
て
は
、　
一
九
六
〇
年

の

「家
つ
き
、
カ
ー
つ
き
、
バ
バ
ぬ
き
」
、　
一
九

六
三
年
の

「
三
チ
ャ
ン
農
業
」
が
あ
り
ま
す
。

一一　
一一
・　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
一
一
一
一
一
一
一
一
一
雄

薫
ベ

と、河畠

幌
　
一鮨
濃
礁
腱
■
■
一
■
鷹
＝
■
暉
討

締麟
ｋ
餞
爾
蜃
爾
圏
一
一
一
一
一
轟
隕
一
一
黒
０

五
万
円
年
金

一
九
七
三
年
、
当
時
の
田
中
角
栄
首
相
が

「福

祉
元
年
」
と
名
づ
け
て
、
夫
婦
で
五
万
円
の
年

金
を
形
の
上
で
実
現
し
、
公
務
員
の
初
任
給
五

・

五
六
万
円
に
近
づ
け
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
の
厚
生
年
金
の
平
均
受
給
額
は

一
七

・
六
万
円
で
あ
り
、
公
務
員
初
任
給

一
八

・

四
万
円
と
の
差
は
僅
少
、
当
時
の
五
万
円
年
金

は
そ
の
意
味
で
も
評
価
で
き
ま
す
。

七
〇
年
以
降
、
高
度
成
長
が
進
ん
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
増
え
、
八
二
年
に
は
、
高
齢
者
の
所
得

の
第

一
位
が
年
金
、
稼
働
所
得
が
二
位
と
な
り

ま
し
た
。
現
代
に
あ

っ
て
も
年
金
は
高
齢
者
の

所
得
の
ト

ッ
プ
に
あ
り
、
高
齢
者
に
と

っ
て
大

切
な
柱
と
な

っ
て
い
ま
す
。

六
十
歳
定
年
と
年
金

八
〇
年
代
に
は
、
大
企
業
を
中
心
に
定
年
延

長
が
行
わ
れ
、
「六
十
歳
定
年
」
が
定
着
し
ま
し

た
。
八
五
年
に
は
、
女
性
の
平
均
寿
命
が
八
十

歳
を
超
え
、
「人
生
八
十
年
時
代
が
き
た
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
直
近
の
平
均
寿
命
は
女
性
八
四

・

六
歳
、
男
性
は
七
七

・
六
歳
で
す
。

九
〇
年
代
に
入

っ
て
、
九
二
年
の
年
金
制
度

改
正
に
よ

っ
て
、
〇

一
年
よ
り
順
次
六
十
五
歳

支
給
と
な

っ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
に
入

っ

て
、
年
金
保
険
料
を
支
払
わ
な
い
、
支
払
え
な

い

「年
金
の
空
洞
化
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。

年
金
の
当
面
の
問
題
と
し
て
は

「女
性
の
年

金
」
で
す
。
方
向
と
し
て
は
三
号
被
保
険
者
を

な
く
し
て
、
「年
金
の
個
人
化
」
を
目
指
す
時
代

で
す
。
自
営
業
は
大
も
妻
も

一
人
ず

つ
支
払

っ

て
い
ま
す
。

介
護
無
策
時
代

歴
史
的
に
見
て
、
「医
療
が
介
護
を
包
ん
で
き

た
」
状
態
が
長
く
続
き
、
医
療
か
ら
介
護
が
産

み
落
と
さ
れ
て
、
介
護
が
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

七
〇
年
代
は
老
人
医
療
の
無
料
化
が
大
き
な

テ
ー
マ
で
し
た
。
老
人
病
院
が
急
増
し
、
岡
本

祐
三
さ
ん
の
い
う

「
間
の
病
院
」
が
生
ま
れ
、

さ
ら
に
精
神
病
院
で
は
、
安
岡
章
太
郎

「海
辺

の
光
景
」
２

九
五
九
年
）
に
描
か
れ
て
い
る
通

り
の
、
悲
惨
な
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
介
護
施
設
が
な
い
こ
と
、
病

気
と
介
護
を
混
同
し
、
医
師
に
託
す
の
が

一
番

熱心に読ん
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輔

設

い
い
と
い
う
素
朴
な
医
療
信
仰
、
じ

っ
と
寝
て

い
る
の
が
い
い
と
い
う
リ

ハ
ビ
リ
思
想
の
不
在
。

介
護
無
策
の
時
代
が
長
く
続
き
ま
し
た
。

動
き
出
し
た
政
策

八
〇
年
代
に
入

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
政
策
が
出

ま
し
た
。
八
二
年
の

「
老
人
保
健
法
」
に
よ
る
、

「
四
十
歳
以
上
住
民
の
健
診
の
義
務
付
け
」
は
、

大
き
な
意
義
の
あ
る
こ
と
で
し
た
。
八
三
年
に

は
、
「特
例
許
可
老
人
病
院
制
度
」
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
老
人
医
療
費
の
増
加
は
高
齢
者
人

日
の
増
加
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
検
査
技
術
の
向
上
、

②
薬
の
多
用

（複
数
の
医
師
か
ら
の
複
数
の
薬

を
飲
む
）
、
③
薬
価
差
益
が
病
院
収
入
と
し
て
組

み
込
ま
れ
て
い
る
な
ど
。

九
〇
年
に
な

っ
て
、
定
額
払
い
方
式
が
導
入

さ
れ
、
介
護
力
強
化
病
院
な
ど
、
介
護
を
中
心

に
し
て
、
慢
性
的
な
病
気
に
対
応
し
て
い
こ
う

と
い
う
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

九
二
年
に
は
、
療
養
型
病
床
群
の
制
度
が
で

き
、
医
療
か
ら
介
護
を
離
し
て
い
こ
う
と
い
う

政
府
の
意
図
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
Ｆ
ｃ
お
か
ら

８
お
へ
」
の
流
れ
で
あ
り
、
社
会
的
入
院
の
解

消
を
目
指
す
動
き
で
す
。

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
介
護
保
険
が
導
入
さ
れ
、

〇
三
年
に
療
養
型
病
床
群
は
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
に
吸
収
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

医
療

・
介
護
施
設
に
お
い
て
、
今
大
き
な
問

題
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
「拘
束
」
で
す
。
拘
束

は
病
院
の
中
に
あ

っ
て
は
治
療
の

一
環
、
犯
罪

と
は
意
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
九
八
年
に
、
「拘

束
禁
止
福
岡
宣
言
」
が
出
さ
れ
、
全
国
に
広
げ

よ
う
と
し
て
い
る
け
れ
ど
、
ま
だ
モ
ラ
ル
の
領

域
を
出
て
い
な
い
の
が
今
後
の
課
題
で
す
。

特
養
ホ
ー
ム
に
就
職
し
た
学
生
が
拘
束
問
題

に
悩
み
、
「
」ヽう
い
う
と
こ
ろ
で
働
く
の
は
つ
ら

い
」
と
い
っ
て
き
ま
す
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

理
想
と
現
実
の
中
で
現
場
は
苦
労
し
て
い
ま
す

が
、
夜
勤
の
人
員
配
置
も
問
題
で
す
。

〇
二
年
に
は
、
「高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
」

が
課
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
先
延

ば
し
に
さ
れ
て
き
た

「医
療
制
度
の
抜
本
改
革
」

に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
医
療
の
抜
本
改
革
は
今

も

つ
と
も
さ
し
せ
ま

つ
た
問
題
で
す
。

「介
護
の
医
療
化
」
の
時
代

七
〇
年
代
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
在
宅
介

護
政
策
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
「介
護
の
医
療
化
」

時
代
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
制
度
は
、

五
六
年
に
長
野
県
で
初
め
て
実
施
さ
れ
、
六
二

年
に
は
東
京
都
に
も
家
庭
奉
仕
員
の
制
度
が
で

き
ま
し
た
が
、
在
宅
介
護
の
認
識
は
低
く
、
と

く
に
痴
果
性
高
齢
者
の
問
題
の
認
識
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
危
機
感
を
持

っ
た
人
々
が

市
民
運
動
を
始
め
、
八
〇
年

「呆
け
老
人
を
か

か
え
る
家
族
の
会
」、
八
三
年

「高
齢

（化
）
社

会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

老
人
保
健
施
設
ス
タ
ー
ト

八
六
年
に
は
、
「家
庭
と
病
院
の
中
間
」
「介

護
と
医
療
の
中
間
」
を
目
指
す
、
老
人
保
健
施

淵

=■
■ド将
=蒻
■■軍国冒口
=I==■
■
=:■
●
=ギ
薫FT=:ミ

さんのた くみな司会で始 まりました
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設
が
ス
タ
ー
ト
し
、
兵
庫
県
に
第

一
号
が
誕
生

し
て
以
来
、
順
調
に
地
域
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

こ
の
頃
か
ら
、
特
養
ホ
ー
ム
の
個
室
化
が
始

ま
り
ま
し
た
。
八
八
年
、
保
谷
市
の
東
京
老
人

ホ
ー
ム
の
日
高
登
先
生
が
始
め
た
頃
は
、
旧

・

厚
生
省
の
理
解
を
得
る
の
が
大
変
で
し
た
が
、

今
は
全
室
個
室
の
特
養
ホ
ー
ム
も
出
現
し
、
厚

生
労
働
省
も
将
来
の
特
養
ホ
ー
ム
個
室
化
に
向

け
て
検
討
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
と
施
設
介
護
が
ボ
ー
ダ

レ
ス
に

ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

九
〇
年
、
九
五
年
に
は
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
不
況
の
中
で
も
予
算
を

減
じ
な
か

っ
た
の
は
評
価
で
き
る
に
し
ろ
、
現

在
進
行
形
の
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
２‐
で
は
民
間
活

力
を
期
待
し
て
お
り
、
公
的
な
責
任
が
若
千
後

退
し
て
い
ま
す
。

九
二
年
に
は
、
介
護
福
祉
学
会
が
設
立
さ
れ
、

介
護
を
客
観
的
に
整
理
し
、
科
学
的
に
数
量
化

し
よ
う
と
す
る
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
、
在
宅
介
護
と
施
設
介
護
は
ボ
ー
ダ
レ
ス

に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

二
〇

一
二
年
か
ら

一
四
年
に
か
け
て
、　
一
千

万
人
と
予
測
さ
れ
る
団
塊
の
世
代
が
六
十
五
歳

以
上
に
繰
り
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
世
代
が
高
齢
者
に
な
る
時
は
、
人
口
減
少

と
高
齢
者
人
日
の
激
増
、
と
り
わ
け
後
期
高
齢

者
の
人
口
が
増
加
す
る
時
代
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
家
族
は
い
っ
そ
う

変
容
し
、
そ
の
中
で
も
個
人
化
の
波
が
早
く
高

く
押
し
寄
せ
る
で
し
ょ
う
。
①
年
金
の
個
人
化
、

②
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
制
度
、
③
高
齢
の
親
と

子
ど
も
の
別
居
、
④
生
涯
学
習
の
機
会
が
増
え
、

個
人
の
嗜
好
も
多
様
化
。
老
人
ホ
ー
ム
で
も
わ

が
ま
ま
な
老
人
が
増
え
る
中
で
、
「脱
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
緊
縮
財
政
は
す
す
み
高
齢
者

関
係
の
コ
ス
ト
は
増
大
し
ま
す
。
望
み
は
し
な

い
が
消
費
税
の
値
上
げ
も
あ
る
か
も
し
れ
ず
、

そ
の
場
合
は
何
に
ど
う
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、

情
報
公
開
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
シ
ル
バ
ー
産
業
は
増
大
し
、
福
祉
倫

理
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
、
市

民
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
発
化
に
よ
り

「介
護
の

質
を
監
視
」
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

き
め
の
細
か
な
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
に
よ
り
、
介

護
に
携
わ

っ
て
い
る
人
々
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
、

そ
う
い
う
時
の
力
が
社
会
の
底
力
と
い
う
も
の

で
す
。
そ
の
意
味
で
も

「高
齢
社
会
を
よ
く
す

る
女
性
の
会
」
の
役
割
は
、
非
常
に
大
き
い
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（沖
藤
　
典
子
・
記
）

会場からは質問がたくさん

最後にテスト?いえアンケートに答えました
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高 齢 者 の 現 代 史

1 高齢化社会の進展
1970年→7.1% 80年→9.1% 90年→12.0% 00年 →17.3%

以前の大きな制度設計

1961年 国民皆年金 。国民皆保険スター ト 介護制度は無 し
1963年 老人福祉法 対象は65歳以上 特別養護老人ホーム設置

2.年表から見た年金
70年代 73年 福祉元年 夫婦で 5万円 公務員初任給5。 56万円
80年代 82年 高齢者で年金所得第 1位 第 2位は稼働所得

60歳定年定着

☆85年に人生80年に

90年代 93年 年金制度改正→01年 より順次65歳から支給へ
☆94年高齢化率14.1%

00年代  「年金の空洞化」問題 厚生年金17.6万円 公務員初任給18.4万円

3。 年表から見た医療

70年代 73年 老人医療費無料化 70年代～80年代 老人病院増える流れ
80年代 82年 老人保健法

83年  「特例許可老人病院制度」設ける
☆老人医療費の増加

90年代 90年 定額払い方式導入→介護力強化病院
92年 療養型病床群
00年 介護保険スター ト・介護療養型医療施設→「社会的人院の解消」が
課題

02年  「高齢者医療制度の創設」が課題

4。 年表から見た介護

70年代  「介護の医療化」の時代 在宅介護政策ほとんど無 し
80年代 80年  「果け老人をかかえる家族の会」発足

83年  「高齢化社会をよくする女性の会」発足
86年 老人保健施設スター ト
87年 介護福祉士国家資格となる

☆特養ホーム個室化の動き

90年代 90年  「ゴニル ドプラン」スター ト 95年「新ゴール ドプラン」
93年 介護福祉学会設立

00年代 00年 介護保険制度スター ト
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リ
レ
ー

・
エ
ツ
セ
イ

∩
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
格

ご
　
　
　
と
う
　
　
　
み
　
よ
　
一し　
　
　
　
　
　
　
ま
り

後
　
藤
　
美
代
子
　
　
　
品ヽ

一

一　

由
Ｆ

　
　
　
　
　
♂

俄
か
障
害
者
の
　
　
　
　
一Ｌ
魃
蛛
瘍
″
　

串ヽ

こ
の
年
末
年
始
、
私
は
二
ヵ
月
間
の

「俄
か
　
　
　
で
も
、
松
葉
杖
な
ら
歩
け
る
と
思

っ
た
の
は

障
害
者
」
だ
っ
た
。
走
っ
て
転
び
、
右
膝
を
骨
　
　
甘
か
っ
た
。
体
重
を
両
手
で
支
え
る
わ
け
だ
か

折
、
簡
易
ギ
プ
ス
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
上
と
　
　
ら
、
年
と
共
に
衰
え
た
上
半
身
、
特
に
両
手
の

下
か
ら
添
え
木
を
あ
て
包
帯
で
固
定
し
て
松
葉
　
　
負
担
が
大
き
く
、
忽
ち
手
の
平
が
痛
く
な
っ
た
。

杖
を

つ
く
こ
と
に
な

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
歩
行
く
の
も
や
っ
と
と
い
う
有
様
。

年
を
と
っ
た
ら
急
い
で
は
い
け
な
い
、
走
ら
　
　
　
最
近
は
ど
こ
の
駅
も

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

な
い
、
荷
物
を
持

っ
て
両
手
を
塞
い
で
は
い
け
　
　
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、

な
い
な
ど
、
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
全
て
や
っ
　
　
使
う
身
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
不
足
。
例
え
ば
、

て
転
ん
だ
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
が
悪
い
と
上
り
よ
り
下
り
の
方
が
辛
い
の
だ

み
ん
な
私
が
悪
い
の
だ
が
、
疲
れ
な
い
よ
う
、　
　
が
、
上
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
し
か
無
い
所
が

滑

っ
た
り
し
な
い
よ
う
踵
の
低
い
ゴ
ム
底
の
靴
　
　
多
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
る
、
と
思
う
と
、

に
し
た
の
が
仇
と
な
り
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
あ
る
　
　
ず
っ
と
遠
く
だ
っ
た
り
す
る
。
し
か
も
エ
レ
ベ
ー

視
覚
障
害
者
用
の
黄
色
い
凸
凹
の
ラ
イ
ン
に
突
っ
　
　
タ
ー
は
大
半
、
ホ
ー
ム
と
改
札
階
の
間
に
あ

っ

か
か

っ
た
の
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
地
下
鉄
な
ら
外

へ
出
る
ま
で
は
、
ま
た
階

実
感
　
　
　
　
　
　
　
　
■
辺
財
だ
「
　
押
ヽ

ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
ダ
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
ダ
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂
ヽ
♂

段
で
あ
る
。
乗
り
か
え
が
出
来
る
駅
も
、
歩
き

は
長
い
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
無
い
所
が
多

い
。
障
害
の
あ
る
人
の
不
便
さ
を
改
め
て
実
感

し
た
。
外

へ
出
る
時
ば
か
り
で
は
な
い
。
松
葉

杖
で
両
手
が
塞
が
る
と
家
事
は
す
べ
て
出
来
な

く
な

っ
た
。
正
月
前
の
忙
し
い
時
期
、
何
も
出

来
ず
人
に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
の
自
分
に
落

ち
込
み
、
う
つ
状
態
で
寝
た
り
起
き
た
り
し
て

い
た
日
も
あ

っ
た
。
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
外

へ
出
る
よ
う
に
し
た
の
が
回
復
の
時
期
を
早
め

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

外
に
出
た
ら
近
所
の
人
や
商
店
街
の
人
達
が

話
し
か
け
、
励
ま
し
て
く
れ
た
。
だ
ん
だ
ん
気

持
ち
が
楽
に
な
り
、
元
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が

出
来
た
よ
う
だ
。

も
し
骨
折
が
十
年
位
あ
と
だ

っ
た
ら
、
寝
て

い
る
方
が
楽
だ
と
、
そ
の
状
態
に
甘
え
て
し
ま
っ

て
寝
た
き
り
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
て
、

少
々
怖
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（次
回
は
交
渉
中
で
す
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

徳
島
文
理
大
学
教
授
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
定
年
ま
で
三
十
五

年
勤
め
た
後
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
仕
事

を
続
け
、
今
年
は
五
十
年
に
な
る
。
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○○○◎◎○◎○◎○◎○◎男・老いを語る⑩

高齢社会の人生観

大学東洋文化研究所教授 )

Ю
猪

麟

れ孝
“
ロ

人
間
の
寿
命
は
栄
養
や
衛
生
の
向
上
と
と
も

に
、
着
実
に
伸
長
し
ま
し
た
。
実
際
、　
一
昔
前

に
は
人
生
五
〇
年
だ

っ
た
の
で
す
か
ら
驚
き
ま

す
。
高
齢
社
会
の
出
現
は
昔
か
ら
古
典
と
さ
れ

る
社
会
政
治
哲
学
に
も

一
部
変
更
を
要
求
し
て

い
ま
す
。

た
と
え
ば
、　
三
ハ
世
紀
の
英
国
思
想
家
の
ト

マ
ス

・
ホ
ッ
プ
ス
は
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
言
葉

を
吐
い
て
い
ま
す
。
「人
の

一
生
は
意
地
悪
で
、

残
酷
で
、
そ
し
て
短
い
」
と
い
う
の
で
す
。
な

ん
と
な
く
尤
も
ら
し
い
の
で
す
が
、
論
理
的
に

は
内
部
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

・
人
の

一
生
が
本
当
に
意
地
悪
で
、
残
酷
だ

っ

た
ら
、
ア
・そ
し
て
長
い
」
と
い
う
べ
き
な
の
で

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
短
い
と
し
た
ら
、
折
角
の

二
つ
の
前
の
形
容
詞
が
台
無
し
で
す
。
人
生
は

長
い
と
い
う
こ
と
で
、
本
質
的
に
意
地
悪
で
、

残
酷
な
人
生
が

一
層
意
地
悪
で
、
残
酷
な
も
の

に
な
る
の
で
す
。
人
生
が
本
当
に
意
地
悪
な
こ

と
ば
か
り
で
、
残
酷
な
こ
と
に
み
ち
み
ち
て
い

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
長
い
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
、
ホ
ッ
プ
ス
が
こ
の
よ

う
な
論
理
的
に
少
し
甘
い
こ
と
に
な

っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。　
三
ハ
世
紀
の
欧
州
は
地
球
寒
冷

化
が
か
な
，
進
ん
だ
時
期
で
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
穀
物
中
心
の
食
事
を
し
て
い
た
欧
州
の
多

く
の
社
会
で
人
口
が
停
滞
し
ま
し
た
。
英
国
で

は
魚
を
食
べ
る
習
慣
が
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
つ
い

た
た
め
に
、
フ
ラ
ン
ス
ほ
ど
人
口
が
低
減
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、　
一
般
に
人
生
は
む
し
ろ
短
く

な

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
辛
い
こ
と
で
し
た
。

ホ

ッ
プ
ス
の
気
持
ち
も
そ
う
で
し
た
。

二

一
世
紀
初
頭
の
今
日
、
改
訂
版
を

つ
く
る

と
す
れ
ば
、
「人
の

一
生
は
、
そ
う
意
地
悪
で
も
、

そ
う
残
酷
で
も
な
い
が
、
と
に
か
く
長
く
、
そ

し
て
さ
み
し
い
」
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
本
の
高
齢
社
会
は
肉
で
は
な
く
、
魚

を
食
べ
る
習
慣
に
よ

っ
て
も
可
能
に
な

っ
た
の

だ
と
す
れ
ば
、　
三
ハ
世
紀
英
国
で
は
や
は
り
魚

を
食
べ
る
習
慣
に
よ

っ
て
、
人
生
が
も

っ
と
長

け
れ
ば
、
意
地
悪
で
、
残
酷
な
こ
と
も
克
服
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
ホ
ッ
プ
ス
を
し
て
思
わ

せ
た
と
こ
ろ
が
面
白

い
で
す
ね
。

Ｗ

猪

口
邦
子
上
智
大
学
教
授

（猪

口
孝
氏
夫
人
）
は
、

こ
の
度
民
間
か
ら
国
連
軍
縮
大
使

（在
ジ

ュ

ネ
ー
ブ
）
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝

い
し

一
層

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

1944年新潟生まれ。東京大学卒業、政治学博士。上智大学助教授、東京大学助教授を

経て、東京大学教授。元国連大学上級副学長。法制審議会委員。著書に『現代日本政

治の基層』(N tt T出版)、 『政治学事典』(弘文堂)、 『米国による民主主義の推進』(オッ

クスフォー ド大学出版社 )な ど。
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「
高
齢
者
介
護
と
自
立
支
援
」

大
森
輛
編
著

（ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
刊
　
一
三
一〇
〇
円
＋
税
）

介
護
保
険
制
度
に
お
い
て

「介
護
の
社
会
化
」

が
う
た
わ
れ
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
制
度
設
計
の
中
で

「
地
方
自
治
」
に
つ

い
て
も
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
た
め
、
本
制

度
が

「
地
方
自
治
の
試
金
石
」
と
ま
で
評
価
を

受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
入
所

を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
選
択
に
つ
い

て
は
、
要
介
護
者
の
意
思
が
軽
視
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
自
立
支
援
と
い
う
理
念
が
全
く
浸
透
し

て
お
ら
ず
、
地
方
自
治
に
つ
い
て
も
ま
た
、
国

の
通
達
通
り
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
市
町
村
が

数
多
く
あ
る
。

制
度
施
行
後
、
介
護
保
険
制
度
の
め
ざ
し
た

「自
立
と
自
治
」
の
理
念
を
再
確
認
す
る
た
め

本
書
は
、
大
津
市
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
内
容
を
掲
載
す
る
と
共
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
か
ら
制
度
の
理
念
や
可
能
性
に
つ
い
て
書
い

て
も
ら
い
、
高
齢
者
介
護
と
自
治
に
関
心
の
あ

る
人
に
、
質
の
高
い
議
論
を
提
供
す
る

一
冊
。

巻
末
に
大
津
市
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
紹
介
！

「
高
齢
者
の
現
代
史
」

河
畠
修
著

（明
石
書
店
刊
　
一
一
一
〇
〇
円
＋
税
）

一
九
七
〇
年
に
日
本
が
高
齢
化
社
会
と
な

っ

て
三
〇
年
余
り
。
現
代
史
の
中
で
、
高
齢
者
の

足
音
は
次
第
に
高
く
、
強
く
ひ
び
い
て
来
た
。

そ
の
活
動
は
点
か
ら
一扇
状
に
、
各
分
野
に
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
を
時
系
列
に
沿
っ

て
ま
と
め
て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

年
金

。
介
護

。
医
療
の
各
分
野
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
生
き
が
い
が
、
社

会
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
ど
う
拡
大
し
て
来

た
の
か
、
十
年
ご
と
に
区
切
り
を

つ
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
実
を
引
き
合
い
に
出
し
て
た
ど

っ
て

い
る
。
高
齢
化
率
が
上
昇
す
る
に
つ
れ
、
高
齢

世
代
の
比
重
は
増
し
て
い
く
。
し
か
し
、
こ
の

世
代
を
と
り
ま
く
動
き
を
追

っ
た
本
は
、
本
書

以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
や
教
育
の

現
場
で
日
々
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
人
に
と
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
足
を
止
め
、
後
ろ
を
ふ
り
返
り
、

前
を
眺
め
る
た
め
に
恰
好
な
本
と
な

っ
て
い
る
。

巻
末
に
そ
え
ら
れ
た
七
〇
年
か
ら
二
〇
〇

一
年

に
到
る
ま
で
の
高
齢
者
関
連
の
年
表
も
便
利
で

あ
る
。
「
歴
史
と
は
記
憶
の
共
有
化
で
あ
る
」

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
お
元
気
で
す
か
。

第
二
回

・
高
齢
化
に
関
す
る
世
界
会
議

（４
／

５
～
４
／
９
、
ス
ペ
イ
ン
）
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
は
、
代
表
は
じ
め
十
数
人
の
会
員
が
参

加
し
、
急
き
ょ
現
地
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
持

ち
有
意
義
な
活
動
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
「
Ａ
Ａ

Ｒ
Ｐ
」
（米
国
）
「
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
（欧
州
）
か
ら
は
事

前
要
請
が
あ
り
代
表
が
発
言
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
英
文
原
稿
は
近
々
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
予
定
で
す
。

★
今
回
は
、
会
報
、
五
月
例
会
チ
ラ
シ
、
総
会
、

案
内
、
出
欠

ハ
ガ
キ
、
会
費
振
込
用
紙

（前
納

し
て
く
だ
さ

っ
た
方
を
除
く
）
を
入
れ
ま
し
た
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
五
月
例
会
は
広
い
会
場
で
す
。
お
友
達
を
た

く
さ
ん
誘

っ
て
賑
や
か
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
総
会
に
は
遠
く
か
ら
ご
参
加
の
方
も
多
い
の

で
早
め
の
ご
案
内
で
す
。
必
ず

ハ
ガ
キ
返
信
を
。

★
介
護
保
険
見
直
し
へ
の
ご
意
見
は
引
き
続
き

募
集
中
。
メ
ー
ル
は
五
三
通
届
き
大
感
激
で
す
。

★
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
五
月
二
十
七
日

（月
）

十

一
時
～
四
時
ま
で
で
す
。
　

　

（長
井
照
子
）

●               本の自己紹介
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